







































































































































































指摘するように、rule of law と rule by law とは区別して考えなければなら
ない9。前者は統治の legitimacy＝正統性を問い、後者は legality＝合法性の
みを問題とするからである。つまり「悪法」を強圧的に執行する「法治」（rule 






























































指摘するように、rule of law と rule by law とは区別して考えなければなら
ない9。前者は統治の legitimacy＝正統性を問い、後者は legality＝合法性の
みを問題とするからである。つまり「悪法」を強圧的に執行する「法治」（rule 


















































































































































































































































































































































































13 兪可平「中国特色協商民主的幾個問題」『学習時報』2013年 12月 23日，









15 Qinghua Wang and Gang Guo, “Yu Keping and Chinese Intellectual 
Discourse on Good Governance”, The China Quarterly, No.224 (December 
2015), p.988.（中国語訳：汪慶華・郭鋼、賈亜娟訳「兪可平与中国知識分子
的善治話語」『公共管理学報』第13巻第１号、2016年）。 

















23 兪可平「“西化”与“中化”之弁：評 30 年代前後関於中国現代化模式的
両種観点」『経済社会体制比較』1995年１期、26頁。 
24 兪可平「官本主義是現実，民本主義是理想」『財新網』2016年 2月 19日。
































13 兪可平「中国特色協商民主的幾個問題」『学習時報』2013年 12月 23日，









15 Qinghua Wang and Gang Guo, “Yu Keping and Chinese Intellectual 
Discourse on Good Governance”, The China Quarterly, No.224 (December 
2015), p.988.（中国語訳：汪慶華・郭鋼、賈亜娟訳「兪可平与中国知識分子
的善治話語」『公共管理学報』第13巻第１号、2016年）。 

















23 兪可平「“西化”与“中化”之弁：評 30 年代前後関於中国現代化模式的
両種観点」『経済社会体制比較』1995年１期、26頁。 
24 兪可平「官本主義是現実，民本主義是理想」『財新網』2016年 2月 19日。






26 兪可平「関於“民主是個好東西”的弁証」『北京日報』2006年 10月 23日。 
27 兪敏浩「中国における全球治理論に対する一考察：シンクタンクの議論を
中心に」『NUCB〔名古屋商科大学〕 journal of economics and information 
science』60-1、2015年、274、276頁。 
28 Ibid.,p.988. 
29 Ibid.,p.1002. 
30 周安平「“善治”是個什麼概念：与兪可平先生商榷」『浙江社会科学』2015
年 9期、38頁。 
31 前掲、兪「莫怕失去制度自信」。 
32 前掲、兪「中国特色協商民主的幾個問題」、１頁。 
33 鶴見和子「内発的発展論の原型：費孝通と柳田国男の比較」宇野重昭・朱
通華編『農村地域の近代化と内発的発展論：日中「小城鎮」共同研究』国際
書院、1991年。 
34 こうした問題への関心は、梶谷懐「「民意」のゆくえと政府のアカウンタ
ビリティ：東アジアの現状より」（前掲、石井・緒形編『中国リベラリズム
の政治空間』所収）にも共有されている。 
－197－
